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認定審査基準確認表 

                          

 松林地区まちぢから協議会  

審 査 基 準 基準への適合状況（申請時） 基準への適合状況（Ｈ２９年度） 

(1) 

申請書に、主として活動する区域が記載されて

いるか。 

申請書に活動区域の記載あり。  

申請団体の規約に、主として活動する区域が規

定されているか。 

規約第１条に市長が告示する松林地区を協議会の活動 

区域とする旨規定あり。 

・申請時と同様で変更無し。 

規約に規定された主として活動する区域が、市

長の告示する区域と合致しているか。 

市長が告示する区域である、審議会ファイル「別図７」

と規約第１条における協議会の活動区域が合致。 

・申請時と同様で変更無し。 

(2) 

申請団体の規約に、申請団体の構成員として、

当該活動区域に有する、市長に届け出た全ての

自治会（以下「全ての自治会」という。）が規

定されているか。 

規約第６条（１）に「松林地区に属する各単位自治会

の代表」が委員である旨記載あり。 

・申請時と同様で変更無し。 

申請団体が作成した構成員の一覧を記載した

書類により、全ての自治会が構成員であること

が明確であるか。 

市長に届け出た自治会は「地区別単位自治会の名称」

のとおり９自治会あり、名簿に、「地区別単位自治会の

名称」に記載されている全ての自治会名が記載されて

いる。 

・別紙名簿のとおりいくつかの自治会で会長の変

更はあるものの、申請時と同様に全ての自治会が

構成員となっている。 

(3) 

申請団体の規約に、申請団体の構成員として、

茅ヶ崎市地域コミュニティの認定等に関する

条例施行規則第３条第１項各号に規定された

団体が規定されているか。 

規約第６条（２）～（１０)に規定あり。 

◆地域福祉の推進を主たる目的とするコミュニティ 

（２）松林地区社会福祉協議会の代表 

（３）松林地区民生委員児童委員協議会の代表 

◆文化、芸術又はスポーツの振興を主たる目的とする

コミュニティ 

（４）松林地区体育振興会の代表 

◆児童又は青少年の健全な育成を主たる目的とするコ

ミュニティ 

（５）松林学区青少年育成推進協議会の代表 

（６）室田小学校区青少年育成推進協議会の代表 

（７）松林小学校ＰＴＡの代表 

（８）室田会の代表 

（９）松林中学校ＰＴＡの代表 

（１０）青少年指導員の代表 

・申請時と同様で変更無し。 

申請団体が作成した構成員の一覧を記載した

書類により、前項の団体が構成員であることが

明確であるか。 

名簿に、「規約第６条（２）～（１０）」に規定される

団体名が記載されている。 

・申請時と同様で変更無し。 

(4) 

申請団体の規約に、公募により選出される構成

員について規定されているか。 

規約第６条（１５）に規定あり。 ・申請時と同様で変更無し。 

(5) 

申請団体の規約に、申請団体の活動又は事業に

活動区域の誰もが参加できることが規定され

ているか。 

規約第１１条、第２４条～第２８条に部会の規定あり。

その他、松林地区まちぢから協議会部会設置規定には、

松林地区に住所を有する全ての個人が参加できること

が規定されている。 

・申請時と同様で変更無し。 

※ 新たに福祉部会、広報部会を設置し、誰もが

気軽に参加できる協議の場づくりを進めてい

る。 

(6) 

申請団体の規約に、運営が民主的に行われる仕

組みが規定されているか。 

規約第１１条第２項及び第３項に過半数の出席、多数

決といった意思決定の方法が規定されている。 

・申請時と同様で変更無し。 

※ 協議会に関する様々な情報を発信し、組織の

透明性を高めるため、広報部会を設置した。 

(7) 

申請団体に関する、目的、名称、主として活動

する区域、主たる事務所の所在地、代表者に関

する事項、会議に関する事項が規定された規約

があるか。 

規約第１条に名称及び主として活動する区域、第２条

に主たる事務所の所在地、第３条に目的、第１０条に

代表者に関する事項、第１１条に会議に関する事項が

規定されている。 

・申請時と同様で変更無し。 

(8) 

申請団体の規約に、営利的活動、宗教的活動、

政治的活動を主たる目的とする事業が行われ

ないことが読み取れるか。 

 ・別紙事業報告書のとおり、規約第 3 条に規定さ

れた目的達成に関する事業のみを行っている。 
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前年度の活動報告書及び収支決算書                               

平成２８年度 松林地区まちぢから協議会事業報告 

１ 会議等の実施 

（１）総会、運営委員会、役員会 

実施日 会議の名称 主な内容等 

平成２８年 ５月２７日 定期総会 出席者：２３名出席 

議案第１号 平成２７年度事業報告 

議案第２号 平成２７年収支決算 

議案第３号 監査報告 

議案第４号 規約の一部改正 

議案第５号 平成２８年度役員選出 

議案第６号 公募委員の選任 

議案第７号 推薦委員の選任 

議案第８号 平成２８年度事業計画 

議案第９号 平成２８年度収支予算 

      ５月２７日 第１回 役員会 認定申請書類について 

６月 ７日 第２回 役員会 (1) 認定コミュニティ事業計画書 

(2) 助成金募集要領について 

６月１７日 第１回 運営委員会 (1) 平成２８年度委員紹介 

(2) 認定申請書類について 

(3) 市民集会について 

６月２１日 第３回 役員会 (1) 事業企画書について（子ども部会） 

(2) 認定申請書について 

(3) 市民集会要望書について 

６月２９日 第２回 運営委員会 (1) 子ども部会が実施する事業について 

(2) 部会の新規設置について 

７月２１日 第４回 役員会 (1) 市民集会要望について 

(2) 委員からの提案、発案について 

(3) 松林地区地域包括支援センター「くるみ」との 

連携について 

７月２７日 第３回 運営委員会 (1) 市民集会要望について 

(2) 委員からの発案、提案について 

８月２５日 第５回 役員会 (1) 平成２８年度事業計画及び収支補正予算について  

(2) 委員からの提案、発案について 

９月 ９日 臨時総会 出席者：２３名 

議案第１号 平成２８年度収支補正予算 

９月 ９日 第６回 役員会 今後の進め方について 

１０月２１日 第７回 役員会 （仮称）松林地区コミュニティセンターの建設に向けて  

１０月２７日 第４回 運営委員会 (1) 松林地区防災訓練について 
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(2) （仮称）松林地区コミュニティセンターの建設に向けて  

１１月２９日 第５回 運営委員会 (1) 各事業のふりかえりについて 

(2) （仮称）松林地区コミュニティセンターの建設に向けて  

１２月１４日 第８回 役員会 (1) 予算の再分配について 

(2) 平成２９年度各種会議の開催について 

(3) 視察研修について 

１月２０日 第６回 運営委員会 (1) 市からの情報提供（高齢福祉介護課） 

(2) 視察研修について 

２月１０日 第９回 役員会 (1) 平成２９年度定期総会に向けて 

(2) 事業提案企画書について（子ども部会） 

(3) 市民集会について 

２月１７日 第７回 運営委員会 (1) 市からの情報提供（都市計画課） 

(2) 平成２９年度定期総会に向けて 

(3) 事業提案企画書について（子ども部会） 

(4) 市民集会について 

３月１７日 第８回 運営委員会 (1) 市民集会について 

(2) 福祉部会設置について 

 

（２）防災部会 

実施日 会議の名称 主な内容等 

平成２８年 ６月２４日 第１回 防災部会 (1) 初回挨拶 

(2) 委員自己紹介 

(3) まちぢから協議会の説明 

(4) 討議テーマ紹介 

(5) テーマの発掘 

７月２２日 第２回 防災部会 (1) 防災訓練説明（防災対策課） 

(2) まち協防災訓練の素案 

(3) 防災無線の活用 

(4) その他（防災書籍紹介、体験学習紹介等） 

８月２６日 第３回 防災部会 (1) 防災訓練素案の改定 

(2) 地区調査依頼結果まとめ 

(3) 各無線機の特徴 

(4) 避難行動支援者について 

９月２３日 第４回 防災部会 平成２８年度防災訓練計画書（案）の説明 

１０月２８日 第５回 防災部会 (1) 訓練計画書（案）改訂版説明 

(2) 各班別の詳細役割行動（案）説明 

(3) 地区防災拠点訓練説明（防災対策課） 

(4) 合同防災会議について 

１１月６日 合同防災会議 出席者：各自治会長、防災リーダー、自主防災組
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織、消防団、学校職員、配備職員、防災対策課 

(1) 関係者合同防災訓練打ち合わせ 

(2) 班別打合せと訓練指導 

１１月２５日 第６回 防災部会 (1) 防災訓練結果報告（参加者集計、予算と実績） 

(2) 訓練内容の反省点 

(3) 防災無線について 

(4) 今後のスケジュール 

１月２７日 第７回 防災部会 (1) 防災に関する会員の意見発表 

(2) 平成２９年度防災部会日程 

(3) 防災予算の考え方 

(4) 防災無線テスト結果 

(5) 避難行動要支援者名簿説明（防災対策課） 

(6) メール届出 

３月２４日 第８回 防災部会 (1) 平成２８年度防災部会報告 

(2) 土砂災害対応 

(3) 防災資機材の紹介 

 

（３）福祉部会設立準備会 

実施日 会議の名称 主な内容等 

平成２８年１０月２５日 第１回 設立準備会 (1) 福祉部会設立の趣旨説明 

(2) 出席者自己紹介 

(3) 準備会代表者会について 

(4) 今後の進め方について 

(5) ワークショップの開催について 

１１月２２日 第２回 設立準備会 (1) まちぢから協議会の説明 

(2) グループワーク 

１２月２０日 第３回 設立準備会 (1) 松林地区サポートセンター所長からの話 

(2) 福祉部会設立に向けて（意見交換） 

１月１７日 第４回 設立準備会 (1) フォーラム内容確認 

(2) 平成２９年度事業計画について 

２月２１日 第５回 設立準備会 (1) 福祉部会設立について 

(2) 平成２９年度事業計画 

(3) 平成２９年度収支予算 

(4) 部会設置規程の内容について 

(5) 福祉部会役員について 

３月１６日 第６回 設立準備会 (1) 福祉部会設立について承認 

(2) 部会設置規程について承認 

(3) 設立準備会決算予定 

(4) 特定事業助成金申請に伴う事項 
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(5) 既存サロンの交流会に向けて 

 

（４）広報部会設立準備会 

実施日 会議の名称 主な内容等 

平成２９年１月２１日 第１回 ホームページ

編集者情報交換会 

(1) ホームページの発展、活性化について 

(2) 広報部会の発足に向けて 

２月１８日 第２回 ホームページ

編集者情報交換会 

(1) ホームページ実習 

(2) 広報部会の発足に向けて 

２月２５日 第１回 設立準備会 (1) 広報部会発足に関する趣旨説明 

(2) 会則について 

３月１７日 第２回 設立準備会 (1) 会則について 

(2) 平成２９年度事業計画について 

(3) 部会役員について 

 

２ 事業の実施 

 実施主体 実施日 事業の名称 

（１）  

本部 

平成２８年 ７月３０日 市民集会 

（２） １１月１３日 防災訓練 

（３） ２月１５日 視察研修 

 (４)  防災部会 ３月 ５日 防災講演 

（５）  

 

子ども部会 

平成２８年 ７月２４日 子ども若者支援事業スタート集会 

（６） 通年 中学生の学習支援と夕食支援事業「ふくろう塾」 

（７） 通年 子どもと親子の居場所づくり事業「おむすび松林」 

（８） １月２６日 講演会「地域で見守る子どもの育ち」（室田会主催） 

（９） ３月２５日 講演会「みんな悩んでいる思春期のおはなし」、ふ

くろう塾説明会 

（１０） 福祉部会準備

会 

１月２８日 フォーラム「生活支援サービスの担い手になろう」 

（１）市民集会 

  概 要 地区内自治会の課題を取りまとめ、要望事項として行政に提出。得られた回答を基に役

員会及び運営委員会にて当日取り扱う案件を決定し、質疑応答を行った。 

   実施日 平成２８年７月３０日 

参加者 ４４名 

内 容 ①溢水対策について 

②小出踏切に伴う交通渋滞の緩和、解消に向けて 

③青少年が心豊かに育つ環境づくり 

④家庭ごみ処理有料化と戸別収集への取り組み 

⑤大規模災害発生時の対応 

⑥コミュニティ施設の建設について 
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（２）防災訓練  

概 要 地域が主体となって自主防災組織の強化を図り、災害に強い地域をつくることを目的と

して実施。今年度、初めて企画立案から実施までを防災部会が中心となって行った。防

災対策課指導のもと「災害対策地区防災拠点訓練」を実施したほか、学校との連携を強

化して日中の災害発生時に担い手として期待される中学生の参加を促進した。 

実施日 平成２８年１１月１３日 

 会 場 松林中学校 

 参加者 ６８０名 

 

（３）視察研修 

 概 要 地域集会施設の建設検討を始めることを見据え、市内コミュニティセンターを訪問して

施設見学及び意見交換を行った。 

実施日 平成２９年２月１５日 

   参加者 ２１名（協議会委員） 

視察先 鶴嶺西コミュニティセンター、高砂コミュニティセンター、松浪コミュニティセンター 

 

（４）防災講座 

   概 要 原田和己氏（理学療法士）より講演いただいた。講演のテーマは「過去の災害から学ぶ

健康維持管理 今からはじめよう！自助・公助による防災対策」であった。 

   実施日 平成２９年３月５日 

    

（５）子ども若者支援事業スタート集会 

   概 要 地域で子どもを見守り、育てることを目指して事業を開始するにあたり専門家による講

演を行うとともに、参加者に対してまちぢから協議会について周知を行い、参加協力を

呼び掛けた。 

   内 容 第１部 基調講演 

第２部 まちぢから協議会・子ども部会事業説明・意見交換 

第３部 ワークショップ「さあ、一緒に始めましょう！」 

   実施日 平成２８年７月２４日 

   参加者 ３０名（うち部会員８名） 

 

（６）中学生の学習支援と夕食支援事業「ふくろう塾」  

松林公民館の実習室、会議室等を借りて中学１年生を対象とした学習支援、夕食支援を行った。 

その他、活動の様子を掲載した「ふくろう通信」を発行し、保護者とのコミュニケーションのツ 

ールとした他、支援者を募る目的でも広く周知した。平成２９年度は、対象を中学２年生に広げ 

て実施予定。 
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実施日 生徒参加者  支援者・スタッフ 特記事項 

８月 ２日  １３名    １７名 ・松林中 1年生限定で開始 

・支援者さんは地域の方、また市の「生涯現役応援

窓口」のコンシェルジュから紹介していただく 

８月 ６日  １１名    １１名 ・子どもたちが主体的に参加できるよう、勉強内容

は各自に任せて行う 

８月２６日  １６名    １０名 ・8月 19 日のタウンニュース「ふくろう塾」掲載 

８月３０日  １４名    １０名 ・夏休み最終日 みんなでピザ作り 

１０月 ５日  １４名    １１名 ・夏休みに参加してくれた方にアンケート実施 

１０月１９日  １６名     １５名 ・子どもたちと支援者さんでワークショップ 

１１月 ９日 １７名    １４名 ・円蔵中の生徒も参加 

１１月２６日  １６名    １２名 ・寄付で食材、おやつを頂くことも増える 

１２月１０日  １６名    １３名 ・学習支援者さんが教材を作成 

１２月２１日  １４名    １４名 ・メニューはミートローフなどクリスマスプレート 

１月１８日  １３名    １３名 ・新年も子どもたちは継続して参加してくれる 

２月 １日  １５名    １３名 ・支援者さんもほとんど継続してくれている 

２月１８日  １２名     ８名 ・支援者さんによる一斉授業が開始 

３月 ８日  １４名    １２名 ・ほとんどの子どもたちが継続して参加 

３月２５日 ９名     ８名 ・来年度 2 年生になっても引き続き支援を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）子どもと親子の居場所づくり事業「おむすび松林」  

地区内の空き家を利用し、地域の人が気軽に寄れる居場所を作ることを目的に開始した。軽食提 

供も行い、子育ての悩みや情報を共有できる場づくりを通して多世代交流を図った。 

 

実施日 子ども参加者  大人・スタッフ 特記事項 

１０月２４日 ３名     ２１名 ・プレオープンとして関係者、近所の方に見学、食事

提供 

１１月１４日   ９名    １４名 ・回覧板、チラシ配布見て参加者が集まる 

１１月２８日   ３名    １１名 ・参加者の中には幼児のお父さんもいる 

１２月１２日  １２名    ２２名 ・幼児と一緒のママたちと高齢者の交流が見られる 

１月１６日   ６名    １６名 ・続けて来てくれるリピーターが増える 

定番のメニューはカレーライス          ワークショップの風景 
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１月３０日   ６名    ２９名 ・参加者が 30 名を超す 

２月６日  １１名     ２５名 ・野菜、お米、絵本など寄付を頂く 

２月２７日  ２０名     ３８名 ・支援者さんがケーキを差し入れてくれる 

３月１３日    ９名     ３４名 ・男性の参加者の交流も見られる 

３月２７日    ４名     １６名 ・口コミでの参加者が増える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）講演会「地域で見守る子どもの育ち」（室田会主催） 

子ども部会が地域で行っている「ふくろう塾」と「おむすび松林」の説明と周知を図るとともに、

身近にある子ども達の様々な現状を参加者とともに話し合った。 

 

（９）講演会「みんな悩んでいる思春期のおはなし＆ふくろう塾説明会」 

講師はバースデーコーディネーターの宗藤純子氏にお願いし、小学生高学年、中学生の保護者、地

域の方を対象に講演会を行った。また今年度中学生になる保護者に「ふくろう塾」の説明を行った。 

 

（１０）フォーラム「生活支援サービスの担い手になろう」 

  概要 「神奈川県生活支援サービス担い手養成研修」を松林地区で開催した。 

目的 ①今まで福祉活動に参加されてこなかった方への参加呼びかけのきっかけとし、新たな福祉

活動への参加を広げる。 

② 既に福祉活動を行っている人が今後の活動に役立てるために先進事例を共有し、新たな

活動（今後出来そうな事）のヒントとする。 

  実施日 平成２９年１月２８日 

  参加者 ３５名 

 

３ その他の取り組み 

（１）公募委員の募集 

   公募期間  平成２８年４月１日～４月３０日 

周知方法  市ホームページ及び広報ちがさき４月１日号に掲載、地区内自治会にて回覧 

応募人数  ２名程度 

選  考  一次審査（書類審査） ５月１２日 １９時００分から 

二次審査（面接審査） ５月２４日 １９時００分から 

一続きの部屋で高齢者もお子さんも一緒に過ごします。おむすびは大好評！ 
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結  果  応募のあった３名のうち２名を松林地区まちぢから協議会規約第６条第２項第１

６号に規定する「公募による者」として選任した。 

 

（２）茅ヶ崎市地域コミュニティの認定等に関する条例に基づく認定申請に関すること 

   第２回茅ヶ崎市地域コミュニティ審議会にて認定申請書類を提出し、平成２８年７月１４日付け 

で認定された。認定申請書類の作成にあたっては、役員会及び運営委員会にて検討を重ねた。 

 

（３）ホームページの開設 

平成２８年９月、茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会が管理運営するサイトを活用し、松林地区ま 

ちぢから協議会の情報を発信するためのホームページを開設した。 
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当該年度の活動計画書及び収支予算書                   

平成２９年度 松林地区まちぢから協議会事業計画 

 

１ 茅ヶ崎市地域コミュニティの認定等に関する条例に係る事務に関すること 

 （１）条例に基づく各種提出書類の作成事務 

（２）認定コミュニティ助成金（運営費等助成金、特定事業助成金）の交付申請に関する事務 

 

２ 協議の場の創出に関すること 

 （１）部会の開催 

   ア）子ども部会 

     青少年育成・人的交流を創出するための協議の場の運営 

   イ）防災部会 

     災害対策・防災力向上に関する協議の場の運営 

   ウ）福祉部会 

     誰もが安心して暮らせる地域社会を創出するための協議の場の運営 

   エ）広報部会 

     松林地区及び松林地区まちぢから協議会の情報を発信するための協議の場の運営 

（２）部会の設置に向けた検討 

  ア）環境部会の設置に関すること 

イ）安全部会の設置に関すること 

 （３）その他、住所を有するすべての個人に参加機会を提供するための取り組み 

 

３ 協議会の周知及び広報に関すること 

（１）茅ヶ崎まちぢから協議会ホームページ委員会が管轄する松林地区ウェブサイトの管理運営に関

すること 

（２）その他、松林地区まちぢから協議会に関する広報活動の実施及び企画 

 

４ 事業に関すること 

（１）青少年育成・人的交流に関すること 

ア）ふくろう塾（中学生の学習支援と夕食支援事業）の実施 

イ）おむすび松林（地域の居場所づくり事業）の実施 

（２）災害対策・防災力向上に関すること 

   ア）防災訓練の実施 

（３）誰もが安心して暮らせる地域社会の実現に関すること 

   ア）新たな居場所・サロン（通える場所）の創出に向けた検討 

   イ）健康寿命を延ばすための取り組みに関する検討 

（４）その他、事業に関すること 

ア）市民集会の開催    
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特定事業の概要                             

松林地区まちぢから協議会では、特定事業助成金を活用し、「おむすび松林」事業と「ふくろう塾」

事業の２つの取り組みを実施しています。平成２６年夏から、松林地区における地域課題を話し合うな

かで、とりわけ多くの意見があがった「子どもの居場所」に関する課題を解決するための取り組みとし

て、地域が協力し合い事業を実施しています。 

 

１ ふくろう塾（中学生の学習支援と夕食支援事業） 月２回実施                          

 （１）事業の概要 

公民館の和室や会議室等を借りて中学 1年生、および中学 2年生の学習支援を行うとともに調理 

室を借りて夕食の支援を行う。保護者や地域の大人に対し、子どもの理解を深める学習会を開催

するほか、中学生に対する、思春期の身体の学習会などを実施。おむすび松林同様、地域へ支援

のボランティアを呼びかけ、子どもに関わる支援者を増やし、子どもの理解を深めるとともに、

地域で子どもを見守る体制づくりに努めている。 

（２）事業のねらい 

・学校や家庭に居場所の無い子の第 3の居場所となり、子どもの孤立を防ぐ。 

・地域の大人に受け入られることで自己肯定感を高める。 

・食を通し、貧困や食育、食文化にアプローチする。 

・子どもに対する大人の理解を深める。 

・取り組みを通じて今まで関わってこなかった地域内の参加者を増やす。 

・地域、学校、公民館が連携し子どもを見守る体制の強化を図る。 

（３）平成２８年度実績 

  参加人数は、延べ人数１５９人で、平均１４．４人 

  支援者との関わりの中で、無理せず学習に取り組み、自信をつけてもらっていると考えている。 

また、子どもたちからは、開催頻度をもっと増やしてほしいとリクエストがある。 

 

２ おむすび松林（地域の居場所づくり事業） 月２回実施                       

 （１）事業の概要 

   地域の空き家（民家）を利用して、どなたでも集える居場所をつくり、子どもと親子に対する支 

援を行う。おむすびや味噌汁などの軽食提供もあわせて行っており、食事を通してくつろげる場 

所、親戚のうちに遊びに行くような感じの場所づくりに努めている。なお、支援を行うスタッフ 

や軽食の食材提供について、地域からの協力を得ながら運営を行っている。 

（２）事業のねらい 

・子育て支援（孤立感を取り除く、地域の居場所づくり）を行う。 

・多世代交流（赤ちゃんから高齢者まで）を図る。 

・地域ニーズを把握する。 

・情報提供や相談の窓口となる。 

・顔の見える関係づくり（行政、地域包括、民生児童委員、自治会、学校等）に寄与する。 

（３）平成２８年度実績 

   参加者数は、延べ人数１５３人で、平均２５．５人 

   回数を追うごとに、地域への浸透し、参加者が増えてきた。リピーターも多い。後半は高齢者と 

親子といった参加者相互の関りも増えてきた。 
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特定事業実施報告書（ふくろう塾）                         

事業実施報告書 

事
業
の
実
施
内
容 

事業の名称 ふくろう塾 

活動内容 中学生の学習支援と夕食支援事業 

活動期間 2016年 8月 4日～2017年 3月 31日 

実施体制 子ども部会 周知方法 
回覧 

中学校 3校の中学 1年生へ配布 

参加者数 391人（参加者・支援者数） 実施日 

8/2、6、26、30、10/5、18、11/9、

26、12/10、21、1/18、2/1、18、

3/8、25 

事業の目的や効果は達

成できましたか 

計画段階では、夕食支援は地域の親子にも広げる計画だったが、中学生への学

習支援と夕食の支援で精一杯であった。 

しかし、中学 1 年生への学習支援と夕食支援はリピーターの利用が多く、子ど

もが友達を誘って来るようになった。家庭、学校以外の第三の居場所として位

置づけられたと思う。 

事業を計画的に実施す

ることができましたか 

ほぼ計画どおり、月 2回の開催ができた。 

夕食の食数は 1回 20~30食で、参加する子どもは全員が夕食を食べるが支援す

る大人の食数が計画より下回った。 

予算計画や予算配分は

適正でしたか 

食数が少なかったため、材料費は計画より下回った。また、おやつ代は、後半

毎回おやつなどを寄付してくれる人が出来たためその分は削減できた。教材費

も学校からプリント等を頂いたため使わなかった。保険料は、市民活動保険が

活用可能であったため、使わなかった。 

事業の対象者となる地

域住民の意見聴取に努

めましたか 

8月の夏休みの学習支援が終わった際に、アンケートを実施した。 

一緒に活動するメンバ

ーはやりがいを感じて

いましたか 

子ども部会員と、地域の支援者とは密にコミュニケーションをとった。 

支援者は、繰り返し来てくれる方が複数名いて、教材を工夫したり、子どもと

コミュニケーションをとるために話題を提供してくれたりとやりがいを感じて

いたように思う。 

事業の実施によって地

域コミュニティの醸成

や新たな担い手の発掘

につながりましたか 

今まで自治会活動や、各種団体の活動に参加していない方々が、回覧を見て連

絡をくださり参加したり、セカンドライフのコンシェルジュを通してシニア世

代が参加してくれた。約 20名の支援者が参加してくれた。また、参加生徒の保

護者も 4人手伝いや寄付をしてくれた。 

課題と今後の展望につ

いて 

もともと学習意欲が低い子供たちの居場所にはなっているが、学力の向上まで

は至っていない。それぞれの子ども達が主体的に学習に向かっていけるよう工

夫が必要である。しかし、子どもの家庭の背景は厳しいので、夕食支援や学習

支援で心の支えになりながら、自己肯定感が持てるようにし学習意欲の向上に

つながるようにしたい。 
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収支決算書 
収入 

  科   目 予 算 額  決 算 額  内        訳  

補助金 114,000 

 

114,000 

 

 

参加費 48,000 28,500  

    

    

    

    

    

計 162,000 142,500  

 

支出                                                                      

  科   目 予 算 額 決 算 額  内        訳  

物品費 20,000 0  

材料費 112,000 63,053  食材費 

印刷製本費 5,000 1,050 

 

 ふくろう通信、教材コピー代 

保険料 10,000 0  

事務費 0 3,294  事務用品、インク代 

予備費 15,000 0  

    

    

    

    

    

    

    

市に返還  75,103  

計 162,000 142,500  

       

＊対象経費は、領収証等により、認定コミュニティが支払ったことが確認出来ることが必要です。 
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特定事業評価表 

 

 

事業名 ふくろう塾 

地区名 松林地区 

 

 

全体に関する評価や今後に向けたコメント等 

 

学校や家庭で問題を抱える子どもの学習支援について地域全体で取り組んでおり、今後

より良いものとなるよう事業実施と合わせて、地域の人材発掘等を進めてもらいたい。 
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特定事業実施報告書（おむすび松林）                    

事業実施報告書 

事
業
の
実
施
内
容 

事業の名称 おむすび松林 

活動内容 
地区内の空き家を利用し、どなたでも集える居場所を通じて、多世代の交流を

目指す 

活動期間 2016年 10月 1日～2017年 3月 31日 

実施体制 子ども部会 周知方法 
回覧、掲示板・地区内の小学校、

幼稚園、保育園へ配布 

参加者数 309人（参加者・支援者数） 実施日 
10/24、11/24・28、12/12、 

1/16・30、2/6・27、3/13・27 

事業の目的や効果は達

成できましたか 

実施日には 20名を超す参加者があり、居心地の良い場所として喜ばれている。

参加者が同じ部屋でお茶を飲んだり、軽食を食べることにより、自然にコミュ

ニケーションがうまれ、またリピーターも多く、多世代での交流という目的は

達成できた。 

事業を計画的に実施す

ることができましたか 

計画通り、月 2回開催できた。 

部会員同士の協力体制はうまくできたが、実行委員として地域のボランティア

が予定より集まらなっかった。 

予算計画や予算配分は

適正でしたか 

初年度につき、活動の周知を図るため、回覧や配布物の印刷費が予算を上回っ

た一方、材料費は軽食の野菜など、地域の方の寄付をいただき、予算の縮減を

図ることができた。 

事業の対象者となる地

域住民の意見聴取に努

めましたか 

部会委員も参加者と共に積極的にコミュニケーションをとり、居場所に対する

ニーズを会話の中から抽出した。 

会話の中から居場所への期待感を知ることができた。 

一緒に活動するメンバ

ーはやりがいを感じて

いましたか 

部会員も毎回楽しく、参加者とも関わりながら活動できた。 

一緒にメニューを考えたり、調理方法を教え合ったり、部会員にとっても有意

義な時間を過ごすことができた。 

事業の実施によって地

域コミュニティの醸成

や新たな担い手の発掘

につながりましたか 

孤立しがちな高齢者や小さな子どもをもつ母親の居場所として定着しつつあ

り、新たな交流も生まれている。 

参加者の中から支援者として活動してくれる方もいた。 

課題と今後の展望につ

いて 

部会員だけが活動するのではなく、地域で支援してくれるボランティアの増員

が課題である。今後は季節ごとのイベントを企画し、参加者が混ざり合って一

緒に過ごせる空間を作りたい。 
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収支決算書 
収入 

  科   目 予 算 額  決 算 額  内        訳  

補助金 233,000 233,000 認定コミュニティ特定事業助成金 

参加費 48,000 39,500 200円×197人、100円×1人 

    

    

    

    

    

計 281,000 272,500  

 

支出                                                                      

  科   目 予 算 額 決 算 額  内        訳  

物品費 90,000 102,472 雑貨、おもちゃ、絵本 

印刷製本費 5,000 14,937 印刷費、コピー用紙 

材料費 36,000 29,914 食材 

保険料 10,000 0  

賃借料（謝礼） 120,000 120,000 空き家賃貸の謝礼 

予備費 20,000 4,206 交通費他 

    

    

    

    

    

市へ返還  971  

計 281,000 272,500  

       

＊対象経費は、領収証等により、認定コミュニティが支払ったことが確認出来ることが必要です。 
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特定事業評価表 

 

 

事業名 おむすび松林 

地区名 松林地区 

 

 

全体に関する評価や今後に向けたコメント等 

 

 本市において、高齢者の社会的孤立の防止、子育てに対する不安や悩みを抱える家庭へ

の支援は重要となっており、本事業のようなだれもが参加できる多世代交流の場について

地域が担うことは大変意義のあることであり、参加の輪を広げていってほしい。 
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